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；く研究報告＞ ； 
日本における鷹図・鷹狩図の研究概要と展望

I －中国の鷹図を踏まえて一

Summery and Prospect of Current Studies on Paintings of Hawks and Falconry in Japan: ! 

Consideration with the Chinese Paintings of Hawks 

要旨

本稿は、 日本における鷹図と鷹狩図について、

先行研究を基に紹介するものである。 また中国絵
画の研究成果を参考としながら、 日本における鷹

の絵画の特徴についても少し考えてみたい。

日本の鷹図研究は、 個々の作例紹介とその考察

によって展開してきた。 そのため総括的な研究成

果はあまり報告されていないのが現状である。 一

方で、 日本絵画に多大な影響を与えた中国絵画で

は、 大きな研究成果が提示されており、 注目でき

る。 このような中国絵画の成果を援用しながら、

日本の鷹図について、 図像の成立や展開を解釈す

ることが可能となっている。 またモチー フやノfト

ロンとの関係から政治的意図を見出そうとする

論考もあり、 そのような成果は日本だけではなく、

海外の研究者からも報告されている。

鷹図研究が、 大幅に進捗する一方で、 風俗画の

ー画題である鷹狩図の研究はあまり多くはない。

その中でも、 今橋理子氏による研究は先駆的なも

のとして重要であり、 今橋氏の研究を引用する論

文が幾っか提出されている。 また近年、 扉風や絵

巻の新出作例が相次いでいるものの、 展覧会によ

る紹介に留まっているのが現状である。 そのため

鷹狩図の包括的な研究が待たれる。
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水野裕史 ； 
MIZUNO, Yuji 

Abstract 

This report introduces Japanese paintings of 

hawks and falconry, based on previous studies. 

Furthermore, in this report, hypotheses will be 

suggested regarding the features of Japanese 

hawk paintings with respect to the studies on 

the Chinese paintings. 

Since most studies on the paintings of hawks 

in Japan have developed through introduction 

and discussions of each individual work, much 

less comprehensive research results have been 

presented in the present circumstances. On the 

other hand, studies related to the Chinese 

paintings that significantly influenced the 

Japanese paintings, have achieved notable 

results. Thus, referring to the results of 

research into Chinese paintings of hawks, the 

formation and development of paintings, 

pictures and sculptures of hawks can be 

understood. In addition, some studies have 

endeavor吋to find the political intentions of 

works from the relationships between motifs 

and patrons, and these results have been 

reported by not only Japanese researchers, but 

by those overseas. 

In contrast to the significant progress of the 

research/studies on paintings of hawks, there 



are few studies investigating falconry paintings, 

which is one subject within the category of genre 

paintings. Among such studies, however, those 
of Riko IMA.HASH! are important pioneering 

works; and, papers have been written citing 
IMAHASHl's studies. In recent years, moreover, 
previously unknown paintings of folding 
screens and picture scrolls are surfacing 

successively. In many cases, however, they are 
still being exhibited without discussion or 
analysis; hence, further comprehensive studies 
on hawking paintings are anticipated. 

はじめに

鷹図ならびに鷹狩図の研究について、 総論や概

説のような研究蓄積はあまりない。 そのため個々

の作例紹介やその受容者との関係について言及

されたものが多くを占める。 そこで、 作例の紹介

のみに留まりかねないが、 本稿では、 各種展覧会

で公開 ・ 解説されたものも含めて、2017年1月現

在まで発表された論考ならびに展覧会図録につ

いて、 鷹図および鷹狩図の展開と関連づけながら

述べてみたい。

なお紙面の都合上、 全ての作品を掲載すること

はできないが、 幾っかご許可をいただき、 載せて

いる。 関係各位のご配慮に深く感謝したい。 また

文中の 《 》 は作品名、 参照した論文および書籍

については （水野2008）、 展覧会図録には番号を

附し、（図録1） のように記した。末尾に文献リス

トと作品リストを掲載しているため、 適宜ご参照

いただきたい。

1 中国の鷹の美術

まず日本の鷹図を記す前に、 中国の鷹図につい

て概観しておこう。 中国の鷹図は、 宋后楯氏と板

倉聖哲氏による優れた大系的な研究成果がある

(SOUG2009 ・ 板倉2010）。 そこで適宜引用しなが
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図1 王淵筆《鷹逐図》台北・国立故宮博物院蔵

ら、 編年順ではなく同様のモチー フごとに分類し、

展開について述べていきたい。 なお、 中国におけ

る鷹狩の美術は、 狩猟図のーモチー フとして知ら

れているが、 管見の限り、 展覧会の作品解説など

で報告されるのみで、 体系だった研究はあまりな

い。 そのため、 中国における鷹狩を描写に持つ絵

画については、 稿を改めて紹介することとしたい。

中国における鷹図の研究は、 宋氏によって図像

学的な解釈が提唱され、 その後陳韻如氏や呉同氏

の研究によって解明されつつある （陳2001 ・ 呉



2003）。 ただし、中国において《鷹図》がいつ成立

したのかは判明していない。 少なくとも『歴代名

画記』の「壁上 画蒼鷹」などの記述から、北斉代

(550-577） には成立したものと考えられる＼そ

の成立の目的の 一つには愛翫の鷹を記録化する

ものがあったと推察できるだろう。 時代は下るが、

北宋末期の皇帝である徽宗の時代に編纂された

宮廷の蔵品目録である『宣和画譜』には、徽宗朝

で多くの鷹図を所有していたことが記載され、

「鷹図」 や「御鷹図」、 「架鷹図」など愛玩目的と

考えられる鷹図が北宋時代に受容されていたこ

とが窺える2

宋代より前の唐代でも多くの鷹図が描かれた

ようであるが、 遺例はあまりない。 ただし、 正倉

院御物の《紫檀槽琵琶》は唐代の影響を受けて日

本で制作されたものであり、 唐代の図様を推測す

る上で重要な作例と考えられる （図録 15）口 この

《紫檀槽琵琶》には、 山水を背景に2羽の鴨とそ

れを追う鷹が描かれている。 これと同じ構図をと

る作例としては、元代の王淵筆《鷹逐図》（台北・

国立故宮博物院蔵、 挿図 1)がある。 本図には逃

げる獲物を追う鷹が描かれている。 明代の宮廷絵

師である林良（1426-1500）によって描かれた 《秋

鷹図》（台北・国立故宮博物院蔵）も、 王淵筆《鷹

逐図》と同じ構図が見受けられる。 このような画

面の上下で動と静の対比をとる演出は、北宋後期

の画院画家で、あった在自筆《双喜図》（台北・国立

故宮博物院蔵）に見られるような表現であり、 猛

禽類が他の小動物を追いかける構図は、宮崎法子

氏によれば中国において伝統的なものであった

とされる （宮崎2006)0 王淵本の逃げる鳥は樹叢

に紛れて、鷹は何もない空間に置かれることによ

って強調されている。 これに対し、林良本の逃げ

る鳥や鷹は、イ可もない背景に描かれ、 横に伸びる

樹幹によって分断されることによって鳥と鷹の

両方に視線が向かうように演出されている。 また

王淵本は、鷹の腹部は白色、肩羽や雨覆は茶系の

淡色で表されているのに対し、林良本の鷹は濃墨

で描かれており、腹部や肩羽などは、 濃淡による
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図2 宋人《鷹図》台北・国立故宮博物院蔵

区別がされていない口 特に、鷹の筆致は刷毛で掃

いたように措かれ、 全体として粗放な印象を受け

る。 このような部位を彩色や濃淡で描き分けない

作例は、 明代の鷹図に散見される。 なお 一見する

と画題としては鷲のようにも考えられるが、題婆

や賛文などに鷹と記載されていることから、 少な

くとも鷹として認識され、伝来したようだ。

鷹を単体で大きく描かれた作例も多い。 元代の

伝徐津筆《鷹図》（個人蔵）は、 単独で頭部に特徴

を持つ鷹が描かれている （米津 1979)0 また画面

全体に渡って鷹が大きく描かれ、 羽毛の細部まで

精綴に描かれている。 また元末明初の作例である

作者不詳の《鷹図》（台北・国立故宮博物院蔵、挿



図3 《松鷹図》永膏文庫蔵

図2）もまた画面全体に鷹を大きく描き、 羽毛の質

感まで表現されている （図録 10）。 他にもこのよ

うな構図を採用する作例が多く見られ、 いずれも

細かく描写されている。

松の上にとまる二羽の鷹が互いに向き合い、 有

機的な呼応関係をとる構図が認められる作例も

ある。 このような構図は五代十国時代の作例と考

えられている郭乾祐筆《寒整双鷹図》（ フリ ー ア美

術館）などが初発であろう。 永青文庫に所蔵され

ている元代の 《松鷹図》（挿図 3） にも同様の構成

が見て取ることができる。 なお、 本図は文政 3年

(1820） の細川斉蕊の収集品である （図録25）。

また南宋時代の作例の李徳茂筆《古木双鷹図》（ フ

リ ー ア美術館蔵）や林良筆《双鷹図》（個人蔵）など

にも同じ構図が看取される。 このような構成は、

王淵筆 《鷹逐図》 のような作例に続いて、 伝統的

な構図であったと見なすことができるだろう。

明代における辺文進 （図録19） と林良の二人の

画院画家による作例は、 これまでの明代以前の鷹
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図を踏襲したもので、あった3
0 これらと異なる新た

な鷹図を描いたのが、 目紀 （14 39-1505）である。彼

は、 鷹と鷹を見上げる小鳥を描き、 それまでとは

違う構図を持つ鷹を描いた＼その作例である《鷹

鵠図軸》（北京 ・ 国立故宮博物院蔵） は、 画面下部

に一 羽の小鳥を、 画面左上に一 羽の鷹を配する構

図を採っている。 鷹は小鳥を狙ってはおらず、 小

鳥もまた鷹から逃げようとはしていないD この構

図は、 それまでの対立的なものとは明らかに異な

ると言えるだろう。

以上から中国の鷹図の構図の上で四つに分類

することができる。

①獲物とそれを追う鷹を描いたもの

②単独で鷹が描かれるもの

③二羽の鷹が呼応関係をとっているもの

④鷹と鷹を見上げる小鳥を描いたものである。

なお、 「徽宗の鷹Jと呼称された鷹図がある。 こ

れは北宋の皇帝である徽宗が描いたとされた鷹

図で、あった （大津2003）。 しかし、 明代以降の偽

作である可能性が高く、 明代の説話文学などに幾

っか登場し、 それ以前には確認できない。 ただ偽

作であるものの、 日本では、 室町時代後半には武

家を中心に広まったらしく、 五山文学には徽宗の

鷹と考えられる題 画詩も見受け られる （島尾

2004 ・ 板倉2010）。 そのため、 日本における鷹図

の成立と展開を考える上で、 無視できない問題と

なっている。

次に、 これらの鷹にどのような意味を込めてい

たのか考えてみたい。 中国の鷹図の意味を考える

ことは、 日本の鷹図を解釈する上で、 有益な情報

となるからである。

2 中国の鷹図の意味

まず王淵筆 《鷹逐図》 の賛文から解釈を試みて

みたし、5
0 

八月胡鷹掠地飛。

恰忙樹底急相依。



俊禽尚且知先避。

何況人尤不見機。

獲物を賢いものとし、 鷹を危険なものとして捉

えている。 この詩文から鷹に否定的なイメ ー ジが

あることがわかる。 賛文の背景には、 当時の社会

構造が関わっている。 元代の支配者は胡人であり、

宮廷の学者は漢族で、あったとされる。 そのような

歪な構造の中で、 元代の学者達は鷹に野蛮で破壊

的な胡人の侵略者というイメ ー ジを植え付け、 自

らは鷹から逃げる獲物を賢明な中国人の象徴と

して表したと指摘されている九このような解釈に

従えば、《 鷹逐図》 は、 皇帝に対して皮肉を込めた

と言えるだろう。 このような政治的な寓意を持つ

ことは、 元代による新しい解釈として、注目されて

いる7。 王淵は画院画家であるものの、 皇帝に対す

る皮肉が込められていることから、 支配者階級の

ために描かれたとは考えにくい。 したがって受容

者層も支配者階級以外に限定されるだろう。 なお、

元代の鷹図には、 支配者階級をパト ロンとする存

在も想定できることから、 元代の鷹図全てに否定

的なイメ ージがあったとは断言できない。

1 4 世紀頃の福建省の長官であった張舜杏と雪

界翁の二人の合作とされる《鷹槽図》（北京 ・ 故宮

博物院蔵）は元代の代表作である8
0 本図は、 鷹が

小さく描かれ、 鷹の画面を占める割合は大変少な

い。 呉氏によれば、 本図には「異民族支配による

過酷な情況の下で捕らわれの身となることを拒

否した中国文人の姿を示している」とする日。 さら

に宋氏は、 樹叢以外何も措かれないことによって
自由の身となった文人の姿を象徴していると解

釈している。 また、 宋氏はこの時代以前に描かれ

た鷹は小さく描かれ、 画面の中で占める割合はか

なり少ないもので、あったと分析された10
0 この構

図は南宋に至っても続き、 鷹が大きく描かれ、 画

面の中で占める割合が大きくなったのは元末明

初のことと見解を示している。

ここで元末の鷹にどのような意味があったの
か、 元末明初のころの作例と考えられている作者
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不詳の《 鷹図》（台北 ・ 国立故宮博物院蔵）の賛文

を例に述べておきたしい＼本図には、 元末明初頃に

活動した五人の人物による賛がある。 このうち
「都実Jの賛文を例に紹介しよう12

0 都実は進士で

あり、 明代の秩武年間に章劃｜、｜府（現在の江西省襲

州市安遠県） に任官した人物である。 「将軍Jとい

う記述が確認でき、 このことから本図には肯定的

な寓意が込められているとことが理解できる。

このころの鷹図には「英雄Jや 「将軍J といっ

た意味があったと指摘されている1＼この背景に

は「鷹（ying）」と 「英（ying）」は同音異義語であ
るため 「鷹は英雄である」という図式があったと

解釈できる（SOUG2009 ・ 水野2007）。 このような

同音から吉祥のイメ ー ジを想定するという図式

は、 中国においては周知の事実として考えられて
いる1＼同音異義語から吉祥のイメ ージを連想す

ることは、 古代から見られることであり、 明代の

鷹図のみの特徴であるとは一概には言えない。 た

だ文献上から明らかになるのは明代からのこと

であるものの、 明代以前にも鷹に英雄というイメ

ージがあったものと考えられる。

このような明代では、 鷹図が大いに発展した。

その背景としては、 明代初頭の北宋の宣和画院の

復古を目指す動きであり、 画院は大いに栄えたこ

とが認められるだろう1＼そのような中、 鷹図は辺

文進や林良といった画院画家によって描かれ、 そ

の後、 呂紀によってさらに発展したので、あった16

宋氏の研究によれば、 呂紀によって考案された鷹

と鷹を見上げる小鳥の構図は、 「英雄聴諌Jという

家臣の諌言を良く聴く賢明な皇帝というイメ ｝

ジを象徴させ、 呂紀はそのためにこの新しい構図

を創り上げたのである17
0

3 日本の鷹図

日本における 「鷹」の絵画表現は、 9世紀に作

られた 「熊鷹臆瀬扉風J（ 正倉院蔵） が初出であろ

う（図録21）。 ただし古代における鷹の図像は、

この作例のように鷹が単独に表現されたケ ー ス



はむしろ僅少であり、 その多くは《餓鬼草子（噴

野餓鬼）》（東京国立博物館蔵） や《鳥獣人物戯画》

（高山寺蔵） などに看取できるように禽獣のーっ

として表現されることが多かったようである18

単独に表現されるようになるのは、 鎌倉時代以降

の可能性が高い。 鷹図の受容を示す初出文献とし

ては、 元応2年（1320） に書かれた鎌倉円覚寺の

塔頭である仏 日庵の什物を記した『仏 日庵公物目

録』の 「鷹一対」という記述と考えられる19
0 これ

は中国の鷹図を記したものと考えられ、 その後 15

世紀後半以降の文献に鷹図に関する記述が多く

見られるようになる。

室町時代の作例についても伝存作例は限られ

るものの、 五山文学の中には、 禅僧たちによる画

賛が数多く認められる。

先行研究の多くは、 「鷹図」が数多く制作された

理由として、 武将の聞で流行した鷹狩りを指摘す

る。 これらは展覧会図録 の作品解説の中で簡略に

見解が報告されるのみであった。 また図様の研究

については、 個々の作例に対する宋元画や明画の

影響が指摘されているものの、 総合的な研究はあ

まりない。 そこで筆者は、 宋氏の研究に指標を得

て、 日本における鷹図について解釈し、 日本の鷹

図にも英雄といった肯定的なイメ ー ジがあった

ことを述べたこともある（水野2008）。

さて、 1945年の田中ー松氏の論考は鷹図の成立

の背景について、 従来の見解より踏み込んだ考察

をされたものとして特筆される（田中 1945）。 田

中氏は中世の武人画家達に鷹が画題として多く

用いられ、 それは室町時代における宋元画の受容

の仕方の変貌としている。 少々長いが、 引用して

おきたい20
0 

鷹狩りを好む武人達の噌好に投じて、 彼らが
手懐けた鷹の写生や、 猛禽としての荒々しい野

生の姿を画く方向に向けられて行ったことは、

室町時代後半の戦国の中に、 宋元様式がこのよ

うな地方在住の武人たちを中心として、 日本的

な特殊化、 郷土化の傾向を打出して行くものと
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して見のがしてはならない黙であろう。

田中氏の鷹図の成立説は、 鷹狩りや愛玩として

の鷹を描くことによる地方における宋元画の受

容の変容であることと解釈できる。 1973年の中村

渓男氏の論考は、 田中氏とは異なる視点で鷹図の

成立の背景を論じたものとして注目される（中村

1973）。 中村氏は、 武将の権威への執着によるもの

から、 鷹図が制作されたとする。 また鷹図には肖

像画的な意味が込められているとされた。 換言す

れば、 このことは鷹図には武将の持つ精神 ’性が込

められていたものと言える。 中村氏の指摘する肖
像画的な意味とは愛玩していた鷹を描くことで

あり、 とのことは記録化を意味するものと解釈さ

れている。 この中村氏の論考発表以後、 肖像画的

な意味があるとする見解が報告されるようにな

る。

さて鷹図の制作者としては、 江戸時代において

画壇の中心であった狩野派だけではなく、 雪舟等

楊の雪舟流、 その後継となった雲谷派、 雪村周継

を代表とする雪村流、 曽我直庵を代表とする曽我

派も鷹図を描いた。 さらには職業絵師だけではな

く、 「武人画家Jと呼称される武家たちも多くの作

品を遣していることは、 日本絵画史上で重要な点

であろう。 その中でも著名であったのは 「 土岐の

鷹J と呼称された鷹図を遣した美濃 ・ 土岐氏一族

である。 「 土岐の鷹」に関しては、 1973 年に岐阜

市教育委員会が資料集『土岐の鷹』を発行された。
その後、 白水正氏や大石利雄氏らによって考察さ

れているものの、 作例の大部分が近世期のもので、

半ば伝承のようなものとなっていたことが窺わ

れる（白水 1989 ・ 大石2005）。 出光美術館所蔵の

土岐冨景筆《白鷹図》は、 岐阜の旧家から伝来し

たものであるが、 唯一の中世作例として重要であ

る（藤懸1948）。 ただし、 落款にf美濃守冨景」と

あるのみで、 土岐氏一族の作例かは不明な点が多

い。 また東京都品川にある春雨寺（出羽上山の土

岐氏が創建した春雨庵を延宝 元年（1673） に移建）

には土岐頼書の筆と伝わる《 鷹図》が所蔵される



図4 北条氏繁筆《鷹図》個人蔵

ものの、 賛者の雲山元季（未詳） が、 作者を土岐

頼萎 と比定しているに過ぎず、 確証 があるわけで

はない。 なお、 土岐頼塾の鷹図は在世当時には著

名だ
、
ったようで、 常陸国江戸崎に拠を構えた土岐

治英から頼萎 に「鷲図J制作が所望されている21
0

他にも鷹図を描いた武人画家の作例としては、

北条氏繁筆 《鷹図》 （個人蔵、 挿図 4）、 一色直朝

筆《白鷹図》（栃木県立美術館蔵）、毛利隆元筆《琵

琶に鷹図》 （毛利博物館蔵）、イ云宇喜多秀家筆 《鷹
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図5 周耕筆《鷹図》フリ ーア美術館蔵

図》（板橋 区立美術館蔵） がある。 また出羽の寒河

江氏の家臣で、あった郷目貞繁 （図録 7）、 寛 永13

年（1636） に日光東照宮へ《鷹絵図扉風》 を奉納

した橋本 長兵衛（図録22） や「佐渡橡」の官職名

を有する伝歴不詳の藤原正吉（四宮 2013） という
絵師もいる。

雪舟については、 延徳3年（1491） 制作と伝わ

る《鷹猿猿図扉風》（ボストン美術館蔵）がある（図

録11）。 門弟 とされる秋月等観筆 《鷲図》（東大寺

蔵） や周耕筆《鷹図》（ フリ ー ア美術館蔵、挿図 5)
などもある。 雲谷派についても幾っか散見され、

特に堺などで活躍した三谷等宿（1577-1655） は、

「三谷の鷹J と呼ばれるほど多くの鷹図を遺して

いる （山本 1993）。



図 6 《鷹図扉風》 東京国立博物館蔵

室町時代の後 期に関東から南東北で活躍 した

雪村周 継は、 常陸国佐竹氏の庶子と伝 えられる。

雪村の鷹図と しては、《鷹 山水図扉風》 （東京国立

博物館蔵）、《鷹図》（茨城 ・ 龍勝寺蔵） がある。 な

お、 重要文化財に指定されている雪村周 継筆 《松

鷹図》（東京国立博物館蔵） は、 近年、 真贋をめ ぐ

って議論があり、 現在のところ雪村筆と断定する

ことはできない2＼ 雪村流については、 雪村以外に

も 門弟 と考えられる絵師の作例もある。
曽我派については、198 8年に 曽我派の絵画を集

積 した論文が発表され、 曽我派の鷹図の集積が試

みられた （Li llehoj l98 8）ロ また 1998年には奈良

県立美術館にて 『 曽我直庵 ・ 二直庵の絵画』が開

催された（図録3）。 その後、 新出作例が相次いで

おり、 このような状況は し ばらく続くものと考 え

られる （稲畑2012 ・ 四宮2015）。 さらに 曽我派に

ついては、 近年、 豊臣政権との関連性が指摘され

ている （ 四宮2012）。 加 えて、 曽我派の影響下に

あった 田村直翁についても、 徳川政権の関与の可

は、 近世の鷹図にも見られ、 小野真由美氏は、 鷹

が捕られた鶴、 いわ ゆる 「御鷹之鶴」について鋭

い指摘を している （小野2012）。

また 肖 像画に描かれた鷹と像主の関係性も見

逃せない問題であろう。 「東照大権現像J には鷹を

持つ家康が描かれ、 鷹狩を愛好 した家康だからこ

そ鷹が描かれたという指摘があるが、 判然と しな

い23
0 なぜなら室町時代後期の関東に限定 して、武

家 肖 像画に鷹が描かれている作例が認められる

ためである （宮島1998）口 そのため、 時代性や地

域性についても考慮する必要があるだろうD

以上のように、 日本における鷹図は、 あまりに

も多く、 未だにその全容を把握 しきれていない。

巣鷹を描いた扉風 （挿図 6） や二条城松鷹図のよ

うな障扉画も数多く存在する。 さらに新出作例が

相次いでおり、海外でも発見が続いている24
a その

ため今後も、 鷹図展開の全容解明に向けて、 資料

収集を続けていきたい。

能性が示されている （伊藤2002 ・ 知念2013）。 こ 4 鷹狩図について

のように鷹図における政治性の研究が、 近年の潮

流となっている。 なお政治性の解釈については、 豊富な鷹図の研究蓄積がある一方で、、 鷹狩図に

海外の研究者からも幾っか発信され、 活況を帯び 関する研究成果は、 あまり多くない。 これは鷹図

ている （Saunders2005 ・ Pitelka2016）。 その論調 とは異なり、 現存作例の少なさに起因すると言つ
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図 7 鷹 司 家本 《野行幸図》 宮内庁書陵部蔵

ても良い。 その中でも、 先駆的な試みとしては、

今橋理子氏による大著であろう （今橋 1995）。 今

橋氏は、 幾つかの作例を取り上げながら、 鷹狩図

の政治性やモチ ー フの 連続性などについて論究

されている。 その一部には、 再考すべき余地も残

されているが （図録30 ・ 内山2016）、 鷹狩図研究

において重要な知見が悉に披露され、 その功績は

今後も色槌せることはない。

さて鷹狩図の代表作とも言える作例としては、

16 世 紀 後半の伝雲谷等顔筆 《花見鷹狩図扉風》

( MOA 美術館蔵） や 17 世 紀 後半の久隅守景筆《鷹

狩図扉風》 （日東紡績株式会社蔵） であろう。 伝雲

谷等顔の作品については、 展覧会等による作品解

説があるのみで、 詳細には論 じられておらず、 研

究の進 捗が待たれる （図録 18 ）。 久隅守景筆 《鷹

狩図扉風》 については、 内山淳一氏が加賀 ・ 前 田

家との関わりから詳細に論 じている （ 内 山2016）。

上記の2点は扉風絵であり、 他にも鷹狩を写した

扉風は存在するものの、 やはり展覧会図録で報告

されているのみである。 例えば、 今橋氏が先述の

著書で紹介している大 阪歴史博物館所蔵 《鷹狩図

扉風》、 また、 いわ ゆる枕扉風と呼 称される法量の

二つの《鷹狩図扉風》 （馬の博物館蔵 ・ 大阪城天守

閣蔵） などがある （図録28) 25 
0 

以上の作例は、 中世末から近世のものであり、

これを遡るものは管見の限り見当たらない。 ただ

し、 『古今著聞集』などには、 清涼殿の昆明池障子

の背面に 「嵯峨野小鷹狩J が描かれていたことが

51 

記される26。 また藤原重雄氏が南北朝期の絵師で

ある藤原隆章が高階隆兼の鷹狩図の絵本 （ 下絵）

を所持していたことを明らかにされたように、 幾

っか文献史料から、 その様相を窺い知ることがで

きる （藤原2015）。 加えて、 それらは嵯峨野や交

野、 大原野を舞台とした鷹狩図で、あったことが推

測される （家永1946 ・ 藤原2015) 0 これらは、 天

皇が鷹狩のために 「野 」 に行幸する 「野 行幸J と

呼ばれる行事を絵画化したもの で、あった。 特に家

永氏が、 「野の行幸とは大原野に行幸せられて鷹

狩を行はるるを謂ふ。 Jと述べるように、大原野は

野 行幸の舞台となった土地として認識されてい

た2＼ その様子を物語る作例としては、『源氏物語』

二十九帖 「行幸J を主題とする絵画がある。 「行幸」

は、光源氏が養女の玉髪を弟 （光源氏と藤査の子）

の 冷泉帝の後宮に 尚侍として出仕させようと考

え、 大原野 へ鷹狩のために行幸する天皇の姿を見

せるという 下りである。 そのため 「行幸J を主題

とした源氏絵には、 大原野を舞台とした野 行幸の

様子が描かれている。 作例としては、 土佐光吉筆

《源氏物語手鑑 「御 幸一J 》 （和泉市久保惣記念美

術館蔵） や メ ト ロ ポリ タ ン美術館所蔵の土佐光吉

筆《源氏物語図扉風》 右隻などがある。 推測だが、

馬の博物館蔵 《鷹狩図》 などの中世末から近世の

作例は、 源氏絵から独立し、 単独の画題として成

立したのかもしれない。

宮内庁書陵部には、 「野 行幸絵J （挿図 7） と呼

ばれる近世後期の模本群がある （水野2014）。 こ



れはモ チー フ が押 し込ま れ る よ う に近接 し 、 色注

が あ る こ と か ら 、 美的な鑑賞の た め と い う よ り は、

故実研究 の た め の 資料的 な 素材 と し て 制 作 さ れ
た と も の だ ろ う 。

ま た 、 富 を象徴す る モチー フ と し て、 様々 な絵
巻 に も 鷹狩の場面が描かれて い る 28

0 そ の 一例 と

し て は、 《春 日 権現験記絵》 が代表であ ろ う 。 巻三
第二紙の嵯峨野の鷹狩 と 考 え ら れ る 襖絵、 巻五第

五紙の若者が鷹狩に 出 る 場面、 巻十三第 四紙の鷹
部屋 と 架 に繋がれた鷹で あ ろ う 。 他に も 《年 中行

事絵巻》 （個人蔵） に も 鷹狩で捉 え た維 を宮 中 に献
上す る 場面が描かれて い る 。

上記の作例は、 宮廷絵所や絵仏師、 狩野派や土
佐派 の絵師 た ち に よ っ て 制 作 さ れた も の で あ る

が 、 制作者を想定 し難い作例 も 多い。 鷹狩研究 の

必読書 と 言 え る 宮内省編 『放鷹』 の 口 絵に な っ て
い る 《大鏡絵巻》 （国立歴史民俗博物館蔵） は、 16
世紀後半の作例 で あ る 。 作風 と して は、 土佐派や
狩野派 と も 言 えず、 い わ ゆ る 奈良絵の よ う な様式
を感 じ さ せ る 。 同 じ よ う な奈良絵の様式で言 え ば、

学習院大学史料館所蔵の 《鷹狩絵巻》 （西園寺家文
庫） も あ る 。 さ ら に近世後期 に は、 《鷹狩絵巻》 （茨

城県立歴史館蔵） や 《鷹狩絵巻》 （個人蔵） な ど、
日 本各地 で職業絵師で は な い絵師た ち に よ っ て
鷹狩の絵巻 が制作 さ れて い る 。 こ れ ら の作品 は、
美術史上では等閑視 さ れて き た も ので、 今後追究
す る 必要が あ る 。

ま た 中 国 の狩猟風景を描いた 「縫担人図」 も 無
視 で き な い作例であ る 。 日 本の鷹狩風景 と は異な

り 、 必ず猛禽 を右腕に据え 、 鷲な どの大型の猛禽
が描かれて い る 。 そ の原型 と して は、 《五代胡壊出

猟図》 （台北 ・ 国立故宮博物院蔵、 挿図 8） の よ う
な作例が念頭に あ っ た も の と 考 え ら れ、 鈴木慶之

氏 に よ っ て鷹狩の描写を有す る 曽 我物語図 に 図
様の転用 が あ っ た こ と が指摘 さ れて い る 2＼ こ れ

は狩猟 と い う イ メ ー ジが 共通す る こ と に よ っ て

成立 し て い る も のだが、 日 本の鷹狩図 に対す る 縫
鞄人図 の影響につ い て は、 あ ま り 分かつ て い な し 、。

漢画系 の鷹狩図 と し ては、 イ云雲谷等顔筆 《花見鷹
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図 8 《五代胡壊出猟図》台北・国立故宮博物院蔵

狩図扉風》 や馬 の博物館所蔵 《鷹狩図扉風》、 大阪
城天守閣所蔵 《鷹狩図扉風》 の 3 例 ほ どで、 解釈
が難 し く 、 韓担人図 に象徴的 な騎乗す る 鷹匠 ら し
き 人物は描かれて い な い。 いずれに し て も 、 鷹図
と 同 じ よ う に朝鮮絵画 を 含 め て 東 ア ジ ア に お け

る 鷹狩の描写 を持つ絵画の展開 につい て 、 包括的
に議論す る 必要が あ る だ ろ う 。

おわ り に

こ こ ま で煩雑な が ら 中 国 の鷹図研究 を踏ま え 、

日 本の鷹図 と 鷹狩図について概観 し て き た。 最後
に近代に お け る 鷹 図 に つ い て も 少 し紹介 し て お
こ う 。 そ の代表例 と し て は伊藤博文の発注に よ る

狩野芳崖筆 《大鷲》 （東京纂術大学大学美術館蔵）
が あ る 。 こ れは 「鷲掴みJ の言葉が あ る よ う に 、
日 本が 大陸 の 覇権 を掴む と い う 意 味 が 込 め ら れ

る と さ れ る 30
0 鷹 図 が持つ象徴性が近代 に も 継承

さ れて いた こ と を示すだ ろ う 。

鷹 の美術が持つ文化的 な背景 は 、 多岐に渡 り 、
そ の 全容解明 に は社会情勢な ど様 々 な こ と を鑑

み る 必要が あ る 。 ただ し権力 と い う 抽象概念 と 結

びつ け、 論点 を単純化す る こ と は厳に慎ま な けれ

ばな ら な い。 美術作品 か ら 解釈で き る 人々 の感性

を追究 し な が ら 、 日 本にお け る 鷹 をテ ーマ と す る

絵画作例 について 、 今後 も 資料収集 を続け て い き
たい。
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・ 伝徽宗筆 《鷹図》 相 国寺

－ 伝徐津筆 《鷹図》 個 人

－ 伝徐漂筆 《架鷹図》 ボス ト ン美術館

・ 《松鷹図》 永育文庫

－ 宋人 《鷹図》 台北 ・ 国立故宮博物院

・ 辺文進筆 《柏鷹図》 《柏鷲図》 個人

－ 林良筆 《秋鷹図》 台北 ・ 国立故宮博物院

・ 目紀筆 《鷹鵠図軸》 北京 ・ 国立故宮博物院

・ 呂紀筆 《鷹鷲敗荷図》 松井文庫

・ 張舜杏 ・ 雪界翁筆 《鷹檎図》 北京 ・ 国立故宮博物院

日 本の鷹図 （中世の作例 の み、 藤原正吉 と 曽我派につい

て は一部略）

・ 伝相阿弥筆 （｛鷹図》 正木美術館

－ 雪舟等楊筆 （（鷹猿狼図扉風》 ボ ス ト ン美術館

・ 秋月 等観筆 《鷲図》 東大寺

・ 周耕筆 《鷹図》 フ リ ー ア美術館

－ 雪村周継筆 《松鷹図》 東京国立博物館

・ 雪村周継筆 （（鷹 山水図扉風》 東京国立博物館

・ 雪村周継筆 《鷹図》 茨城 ・ 龍勝寺

－ 伝狩野雅楽助筆 《松鷹図》 ミ ネ ア ポ リ ス 美術館

・ 伝狩野雅楽助筆 （（鷹図》 個人

－ 伝芸愛筆 《花鳥 図扉風》 根津美術館

・ 芸愛筆 《松鷹図》 ド ラ ッ カ ー コ レ ク シ ョ ン

・ 毛利隆元筆 《枇杷 に鷹図》 毛利博物館

－ 土岐頼芸筆 （（鷹図》 東京 ・ 春雨寺

・ 土岐冨景筆 《 白鷹図》 出光美術館

・ 北条氏繁筆 《鷹図》 個人

－ 藤原正吉筆 《鷹図》 岐阜市歴史博物館

・ 恵隆筆 《鷹図》 大倉集古館

－ 伝土佐光信筆 《花鳥草虫歯》 パー ジニ ア川｜ 立美術館

・ 伝 山 田道安筆 （（鷹図》 個人

・ 一色直朝筆 《 白鷹図》 栃木県立博物館

・ 曽我直庵筆 《架鷹図》 山 口 県立美術館

． 曽我直庵筆 《架鷹図》 福井県立美術館

・ 曽我直庵筆 《松柏 に鷹図騨風》 福井県立美術館

． 万里集九賛 《鷹図》 愛知 ・ 妙興寺

・ 《鷹図》 大永 5 年 愛知 ・ 熱 田神宮

・ 《鷹図扉風》 東京国立博物館

56 

－ 《鷹図扉風》 フ ィ ラ デル フ ィ ア美術館

・ 伝狩野永徳筆 《松鷹図扉風》 東京事術大学

－ 伝三谷等宿筆 《松 と 椿に鷹 ・ 柳 と 椿に小禽図扉風》

メ ト ロ ポ リ タ ン美術館

・ 三谷等宿筆 《鷹図押絵貼扉風》 大阪市立美術館

鷹狩図

－ 伝雲谷等顔筆 《花見鷹狩園扉風》 MOA 美術館

・ 《鷹狩図扉風》 大阪歴史博物館

・ 《鷹狩図扉風》 馬 の博物館

ー 《鷹狩図扉風》 大阪城天守閣

・ 《鷹狩図扉風》 徳川 美術館

・ 《春 日 若宮祭礼図 ・ 鷹狩図扉風》 個人

－ 久隅守景筆 （（鷹狩図扉風》 日 東紡績株式会社

・ 狩野養信筆 《鷹狩図 扉風》 板橋 区立美術館

・ 住吉具慶筆 《春郊放牧 ・ 田 園秋色図》 奈良 ・ 円 照寺

・ 岡 田 為恭筆 《春秋鷹狩茸狩図扉風》 大和文華館

－ 《鷹狩絵巻》 埼玉県立歴史 と 民俗の博物館

－ （（鷹狩絵巻》 茨城県立歴史館

・ 狩野栄川 筆 《鷹野絵巻》 東北大学附属図 書館

・ 梅 田 九栄筆 《鷹狩図絵巻》 前 回 育徳会

・ 狩野雅信筆 《鷹狩困層風》 ラ イ デ ン国立民族学博物館

・ 松平親良筆 《鷹狩図巻》 大分県立歴史博物館

－ 《鷹狩絵巻》 学習院大学史料館

－ 鷹司家本 《野行幸図》 宮内庁書陵部

・ 松岡家本 《野行幸図》 宮内庁書陵部

－ 松岡家本 《野行幸古図》 宮内庁書陵部

・ 松岡家本 《野行幸略図》 宮内庁書陵部

－ 勧修寺家本 《鳳輩車之図》 京都大学総合博物館

図版典拠

1 台北 ・ 国立故宮博物院提供

2 台北 ・ 国 立故宮博物院提供

3 『花鳥画 一中 国 ・ 韓国 と 日 本 一』 奈良県立美術館、 2010 年

4 『武蔵 武人画家 と 剣豪の世界展』 江戸東京博物館他、

2003 年

5 『在外 日 本の至宝 3 水墨画』 毎 日 j新聞社、 1979 年

6 Image : TNM Image Archives 

7 宮内庁書陵部提供

8 台北 ・ 国 立故宮博物院提供
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